21 世紀 に 間 に あ い まし た 。 


21 世紀 は も う 目 の 前 で す 。 人 も 社会 も 手探り で より ょ い 未 来 を 求め は じ め ま し た 。 

そし て 、 ク ル マ も まだ 、 走 る べき 道 を 考え て いま す 。 地 上 に 現れ て おぉ よそ 100 年 が 経ち まし た 。 

クル マ が これ か ら 6 実現 すべ き 夢 を 、 ク ル マ が も た らし た 現実 に よっ て 壊す こと し が な いよ うに 、 

社会 の 中 で の 役割 は 深め な が ら 、 環 境 に 対す る 影響 は ほこ まで も 小 き (し ょ う 。 

こん な 将来 へ の 働き か け か 6 生ま れ た クル マ が プリ ウス で す 。 

未来 の 社会 走る に ふさ わし い ア ー テ ィ ス ティ ッ ク ・ デ ザイ ン 。 

大 人 4 人 が ゆっ た 5 と 座れ 、 か つ 無 対 の な い ヒ ュー マン ・ パ ッ ケ ー ジ 。 

きら に 、 電 気 と ガツ リン 、 を の 両方 あ パ ワー ソー ス と し て 効率 よく 使用 する ハイ ブリ ッ ド シス テム の 採用 。 


ご 注目 くだ きい 、 プ リウ ス は クル マ 社 会 に 明る い 未 来 を 告知 し よう と し て いま す 。 


の ププ タッ が ター 


9777 の 7277 


2 だ 7 


| 7277 が が の 262 


の な 6 ェ デ 


Photo: = プリ ウズ 。 ボ デオ ラー は ライ ト ア クア ヌメ リラ クオ パー ッ ルル <7615。 


iz な eg 


Tioto デ リウ ボディ イル ラー は ライド ペー プル スタ ネリ ラク <949* 


ン SCT 


ヵ <ge7-77 


ーー UMZEMN 


り 断 し た カッ トモ デル で す 。 
の で は あり ませ ん 。 な お 、 固 面 は は め 込 み 合成 で ] 


/2ge72-73 


プリ ウス の 室 


回 


機能 説明 の た め | 


軒 写 真 


@ 未来 へ の 希望 を 包む パッ ケー ジ が で き あ が り ま し だ 。 


セダン の パッ ケー ジ は どの よう な 進化 を 遂げ て いく か 。 プ リウ ス は まる に その ビジ ョ ン を 示す も の で す 。 


乗り 降り の し や すさ を 第 一 に 考え ん た ヒッ プ ポイ ント の 高き 。 そ れ は 、 


アイ ポイ ント の 高き に も つなが っ て 、 取 り ま わし の よき を 第 一 に 考え を た ショ ー ト オー バー ハン グ と 
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うま く 調 和 し て いま す 。 を し て 、 ホ イー ル ベ ー ス は その 分 長く 、⑳ と り が 大 きく (な り ま し た 。 
今 ま で に な い 斬 新 な ゲロ ポー ショ ン と 、 ク ル マ の サイ ズ か ら は 想像 び できない ほど の ビッ グ キ ャ ピン 。 


人 を 最 優先 する と ュー マン ・ パ ッ ケ ー ジ の 最新 スタ イル が そこ に あり ます 。 


ロン グ ホ イー ル ベー ス vs 最小 回 転 半径 
ホイ ー ル ペー ス を 長 《 取 りな が ら も 、 

| 最小 回 転 半径 は 4.7m を 実現 。 

その 取り まわ し の よさ は 、 

フロ ント サス ペン ショ ン の 

、 部 品 配置 や パッ ケー ジン グ の 

工夫 に よっ て も だ ら る され て いま す 。 


ブリ ウス の 場合 プリ ウス で は な い 場 合 


ブリ ウス の 乗降 性 
クル マ の 乗り 降り の 際 に 感じ る 快 ・ 不 快 は 、 頭 の 高き と 腰 の 高き が 、 

自然 に 立っ て いる 凄 勢 の 位置 か ら ど の よう に 変化 する か に よっ て 決ま り ま す 。 
変化 が 小さき けれ ば 、 滑 ら か に 乗り 込め た と 感じ ます 。 

プリ ウス は ヒッ プ ポイ ント を 高く 設定 。 ま た 、 頭 を 極力 か が め な いで すむ よう 、 
ゆっ た り と し た ヘッ ドク リア ラン ス を 確保 。 優 れ た 乗降 性 を 実現 し て いま す 。 


周囲 の 状況 を 速やか に 正確 に つか お むために 必要 な 、 ア イ ポ イン ト の 高 さ 。 
開放 感 の た め に 必要 な 、 ヘ ッ ド クリ アラ ンス の ゆとり 。 大 型 ス ー ツ ケー ス ら 個 を 
収納 する の に 必要 な 、 


ラゲージ ルー ム の 広 さ 。 


滑ら か に 乗り 降り する た め に 必要 な 、 
ヒッ プ ポ イン ト の 高 さ 。 


ショ ー ト オー バー ハン グ 


Es 


短い 全長 4.8275mm 


C.G.IHustration: プリ ウス ・ バ パッ ケー ジコ ン モ プ ト 。 


衣 席 は 人 と クル マ の イン ター フェ ー ス の 場 


運 還 


軍 還 


レイ や オー ディ オ 、 エ アコ ン な どの 操作 系 
高い 操作 性 を 確保 し まし た 


ディ ス 
セン ター クラ スタ ー に 集中 し 、 


C.G.llustration: プリ ウス ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 


ドア を 開く と 、 未 来 に つなが る 空間 が あら われ ます 。 


クル マ に 乗る 人 に と っ て イン テリ ア は 、 エ クス テリ ア 以 上 に を その クル マ の 印象 を 形作る も の か も し れ ま せん 。 
プリ ウス は 、 イ ンス トル メン トバ パネ ル 中 央 に オペ レー ショ ン 機 能 を 集中 し まし た 。 

人 間 工 学 的 な レイ アウ ト と アー ト 感 覚 の 造形 を ベス ト ア レン ジ す る こと に よっ て 

既存 の クル マ と は 全く 異な っ た 室内 空間 を つく り だ し まし た 。 


そこ は 、 ま る し 未来 を ドラ イブ する に ふる わし い 場 と いえ る で し ょ う 。 


プリ ウス を 運転 する と いう 経験 に は 、 ク ル マ を 走ら せる 歓び 以上 の 何 か が あり ます 。 


国 ポ ジジ ション … プ レー キ ポ ジ シ ョ ン 。 
エン ジン プレ ー キ が 必要 な 場合 に 使い ます 。 
READYI… レ ディ ー マ ー タ 。 

走行 可能 状態 で ある こと を 示し ます 。 


| セン ター メー ター (デジ タル ス ピー ド メ ー タ ー ) 
| イン スト ル メ ント パネ ル の 中 天 前 端 部 に デジ タル 表示 の 
| メー ター を 配 し まし た 。 上 下 ・ 左 右 の 視線 移動 、 
| 
「 


前 後 の 焦 点 移動 が 小さ く 、 視 認 性 に 優れ て いま す 。 
メー ター 表面 に は 無 反 射 処理 コー ト * を 採用 し た た め 
フー ドレ ス の 、 ア ー ト 感覚 に あふ れる 造形 を 実現 し まし た 。 


側面 尺 


回 田 プリ ウス の メー ター 位置 


上 面 図 
還 還 従来 の メー ター 位置 
* 反 射 率 は 級 0.196。 衣 写真 は 機能 説明 の た め に 各 ラ ンプ を 点灯 し だ も の で す 。 
本 ae M 附 の 夫 行 状態 を 示し た 6 の で は あり ませ ん 。 


新型 コラ ム 式 シフ トレ パー 

自然 な 操作 感 と ほ も に 

ゆとり ある 足元 スペ ー ス を 実現 する た め に 、 
イン スト ル メ ント パネ ル か ら シ フト レバ ー を 
出す 構造 と し まし た 。 


最適 な 着座 姿勢 

シー ト に 座る 呼 、 腰 位置 の 上 下 移動 が な る べく 小 き くす む 
よう に ヒッ プ ポ イン ト の 高き を 設定 し まし た 。 

また 、 人 が 運転 する 時 に 最適 な 関節 の 角度 を 、 ひ じ 、 肩 、 腰 、 
ひざ 、 足 首 に つい て 割り 出し 、 そ れ ら を 最 優先 する こと か ら 、 
上 体 を 起こ し た アッ プラ イト な 乗車 姿勢 が 決定 きれ まし た 。 
な お 、 ク タッ ショ ン と 背もたれ が 一 体 可 動 す る 

シー トリ フタ ー を 採用 し て いま す 。 


チル トス テア リン グ 
チル トレ バー ノブ の 位置 を コラ ムカ バー 
側面 に 配置 し 、 操 作 性 を 高め まし た 。 
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ーション 情報 * フォ メー ショ ン を 提供 し ま 


の 着 行 状 


EID 


表示 エネ ルギー モニ ター 画面 多 費 画面 
E 生 し た 場合 、 発 生 箇 所 の アイ エネ ルギー の 伝達 方 向 を 矢印 で 表示 。 瞬間 燃費 と 5 分 ご と の 平 


また 、5 分 間 に 回 収 き れ た 


『 に 切り 替わり ます 。 メイ ン バ ッ テリ ー の 充電 状態 を 
エネ ルギー 量 を 表示 し ます 。 


バッ テリ ー マ ー ク 内 に 表示 。 


FM 多重 画面 “ 
FM 多重 文字 放送 に 対応 し ます 。 
ニュ ー ス や 天気 予報 を 表示 し ます 。 


オー ディ オ 画 面 (ラジ オ 、 テ ー ブ ) 
ラジ オ 局 、 カ セッ ト の 再生 状態 な どの 
情報 を 表示 し ます 。 


画質 、 音 質 の 
表示 きれ ます 。 


牙 着 オデ ショ ン の TV チュ ー ナ ー、TV ア ン テ ナ (一 ル タ イ プ ') が 必要 と な り ま す 。 な お 、TV 放 送 は 安全 の た め ゅ 走行 中 は TV 画像 が 道 え 、 音 


*1 TV 放送 を 受信 する 場合 は 別途 販 s 
26e79-79 *2 *3 安全 の た め 走 行 中 は 表示 され ませ ん 。 


ン ョ ッ ケ ー ジ *。 


トヨ タ ボ イス ナビ ゲ 、 $ ナ 
画面 と 音声 で スピ ー デ ィ に 参考 ルー ト を 案内 する トヨ タ ボ イス ナビ ゲー ショ ン シ ジス テム 。 
従来 の GPS に よる 測定 誤差 を 1/10 に まで 高 精度 化す る D-GPS“" に 対応 する な ど 、 よ り 詳 し く 、 よ り 分 か りや すく 〈、 
より 使い や すい 、 最 新 の 情報 サー ビス 機能 を ご 用 意 し まし た 。 3 

また 、 ト ヨタ 独自 の 情報 セン ター か ら 「 電 子 メ ー ル 」 や 緊急 時 の 「 病 院 案内 」 な ど 様 々 な 最新 情報 を 移動 中 の 
クル マ の 中 か ら 自 動車 電話 ・ 携 帯電 話 (デジ タル ) の 使用 に より オン ライ ン で 受け られ る 

ト ョ タ 情報 通信 シス テム MONET〔 モ ネ ・Mobile Network]*( 販 売店 装着 オプ ショ ン ) 

に も 対応 し て いま す 。 


2 画面 表示 


縮尺 の 異な る 地図 や 「 現 在 地 」 と ルー ト を 見 や す 《 す る た め に VICS や シス テム (販売 店 装着 オプ ショ ン ) 
「 ハ イ ウ ェ イ モー ド 」 な ど を 同時 に 表示 。 近く は より 詳細 な 、 遠 《 は より 広域 の の 追加 に より タイ ムリ ー な 


地図 を 表示 し ます 。 交通 渋滞 ・ 規 制 情報 を 表示 。 


* す Differential-Global Positioning System 
5 トヨタ 独自 の 情報 キン ター か ら 、 き ま ぎ まな 最新 情報 が 香 ら れる MONET の ご 利用 に は 、 あ ら か じ め ト ョ タ ボ イス ナビ ゲー ショ ン 
と シス テム を 衣 状 し た 後 、 き ら に 大 応 アダ プター 、 携 帯電 話 (0600bps・ デ ジタル )、 情 報 モン ター へ の 入会 (有料) が 必要 な り ま 
目的 地検 索 画面 (電話 番号 ) すこ の シメ テム は 、 自 動車 電話 ・ 携 帯電 括 の サービ スエ リア 内 で あれ ば 、 全 国 どこ で 5 情報 の 受信 が 可能 で す 。 

豆 . 直 *6 VICS( 道 路 交 通 情報 通信 シメ テム ) は サー ビス 地域 が 限ら れ て お り ま す 。"97 年 10 月 現在 の サー ビス 凶 域 は 、 東 京都 、 神 奈川 
電話 番号 を 入力 する こと で 県 、 卑 県 、 和 葉 県 、 朋 知 県 、 大 阪 府 お よび 東名 名神 等 の 全国 詩 要 な 道路 で す 。 
目的 地 を 検索 する こと が で きま す 。 


販売 店 装着 オ 


信販 売店 装着 オプ ショ ン ほ し て ポイ スナ ビ ゲ ーション を ご 用 次 し て いま す 。 ま た 、 そ の 他 に も ナビ オプ ショ ン と し て 音声 認識 シス テム 、VICS シ ステ ム 、 地 域 詳細 版 CD-ROM な どの 設定 (別売 ) が あり ます 。 
冬 い パ は 販売 店 に お た ず ね (だ きい 。 


| 、 っ 半 
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サイ ドウ ォ ー ク スル ー 新 世 代 シ ー ト 

足踏み 式 パ ー キ ング ダブ レー キ の フロ ント シー トバ ッ ク や タッ ショ ン を 
採用 、 シ フト レバ ー の 配置 の 工夫 より 人 の 体 に フィ ッ ト す る 

な ど に よっ て 運転 席 と 助手 席 の 形状 と し 、 安 定 感 と 座り 心地 に 

間 を 自由 に 行き 来 で きる サイ ド 優れ た シー ト と し まし た 。 

ウォ ー ク スル ー を 実現 し まし た 。 また 、 ク ッ シ ョ ン ほ 背もたれ が 一 体 
可動 する シー トリ フタ ー を 採用 し 、 
様々 な 体形 の 方 に 快適 き を 提供 する 
こと が で きま す 。 き ら に 

ガー の 後 突 時 に そなえ 、 新 し 〈 考 えた 
WILY( 頸 部 傷害 低減 ) コ ン セ プ ト を 
取り 入れ た シー ト 構 造 を 
採用 し て いま す 。 

*1 WIL[ 頸 部 傷害 低 成 ]:Whiplash Injury Lessening 


pggc20-27 


ユー ティ リティ スペ ー ス 
合理 的 で 無 駄 の な い パ ッ ケ ー ジ ング の 他 に 、 様 々 な 工夫 を 凝ら し て 、 
収納 え スペース を 数 多く 設け まし た 。6 連奏 CD オー トチ ェ ン ジャ ー も 
搭載 可能 な 5.9 6 の 大 容量 コン ツー ル ボ ックス や 大 型 ス ー ツ ケー ス を 
2 個 分 収納 可能 な ラゲージ スペ ー ス を は じ め 、 

空間 を 有効 に 使う た め の 知 恵 が 随所 に 生か きる れ て いま す 。 


大 型 コ ン ツ ー ル ボッ クス シー ト ア ンダ ー ト レイ (助手 席 ) 


シー トバ パッ クボ ケッ ト ( 運 転 席 ・ 助 手 席 ) 


フタ 付 マ ル チ ポ ボッ クス“ 


パワ ー ウ イン ドゥ (運転 席 ワ ンタ ッ ワイ ヤレ ス ド アロ ッ ク リ モー トコ ント 
チ 式 ・ 挟 み 込み 防止 機能 付 ) ロー ル ( 電 波 式 ・ キ ーー 体 タイ ブ 


クリ ー テ が オー トド エア コジ 

進ん だ 快適 を 提供 する た ゆめ に プリ ウス は 、 オ ー ト エア コン に も $ クオ リティ を 
求め まし た 。 例 えば クリ ー ン エア フィ ルター の 採用 。 花 粉 を 除去 し 、 
運転 中 花粉 に 悩ま され る の を 軽減 し ます 。 ま た リヤ ヒー ター ダク ト を 採用 し 
リヤ 席 の 空調 機能 を 高め て いま す 。 


*2 販売 店 装着 オプ ショ ン の 1DIN オ ー デ ィ オ 用 品 を 装着 し た 場合 、 設 定 は あり ませ ん 。 


TOYOT 人 人 
222 7 ん 7 (の / ら 2 7/// 7 の @/ 


Photo: プリ ウス 。 ボ ディ ィ カ ラー は ライ ト アク アメ タリ ッ ク オ パー ル く 7612。 


旨 大 切な 地球 の た め に 今 で きる こと か ら か たち に し まし た だ 。 


未来 に 対し て どん な か た だ ち で 責任 を 担 を を る の か 。 を その 問い へ の 答え が あり ます 。 

限ら れ た 資源 を 有効 に 使い 、 環 境 に 対し て は その 影響 を 極力 抑 を る クル マ を 開発 し た いと いう 願い は 

プリ ウス の ハイ ブリ ッ ド シス テム に 結晶 し まし た 。 

モー ター と エン ジン 、 電 気 と が ツリ ン の 、 メ リッ ト を 互い に フル に 引き 出し あい 、 

同 排気 量 ク ラス の クル マ と 比較 し て 同等 の 性 能 を 確保 し た うえ で 、 

約 2 倍 向 上 し た 低 燃費 と 約 1/2 の CO 排出 量 を 実現 。 さ ら に 有害 排出 ガス 量 も 規制 値 の 約 1/10 に 抑え て いま す 。 
次 の 世代 に ひと つ で も いい こと を する 、 そ れ が プリ ウス の 考え で す 。 


TOYOTA 9 扶 融 約 2 倍 向 上 


ZZ7< ガ ⑨ CO 排出 量 約 1/2 
_ 557) 。 ⑲ 有 天 排出 ガス 規制 値 の 約 1/10 


電気 (10・15 モ ー ド 走行 時 ) 
高 出力 Ni-MH 


四 生 協調 油圧 ブレ ー キ 3 へ (ニッ ケル 水素 ) バッ テリ ー 


ハイ ブリ ッ ド 専用 1.5 ? 
ガソリン エン ジン 1 NZ-FXE 


ラー 王 少 タ シン ウ 


イシ が ーー ター ユ 三 タ ド 


シス テム レイ アウ ト 
ハイ ブリ ッ ド シス テム を 構成 する 各 ユ ニッ ト は どれ ぁゃ 徹底 し た 軽量 化 と 

コン パク ト 化 が 図ら れ て いま す 。 そ の 結果 、 エ ンジ ン ル ー ム は 小さく まとめ な が ら 
クタ クラッシャ ブル ゲー ン と し て 十分 に 機能 する 5 の と な っ た ほか 、 

ボディ 前 後 の 特 徴 的 な ショ ー ト オー バー ハン グ を 内 側 か ら 支 を て いま す 。 


バハ イブ リッ ド 用 トラ ンス ミッ ショ ン 
(モー ター・ 発 電機 ・ 動 力 分 割 機 橋 内 蔵 ) 


バッ テリ ー 


ェ エン ジン 


エン ジン 


_ 5 | 


停車 時 ー 
車両 が 停止 し た 時 に は 自動 的 に 
エン ジン も 停止 し ます 。 


ーー ィ ーーー つ ーーーーーーーーー マ ーーーー テ ーーーー: 


26 フ ず - フ 5 


ue 


ーー イー コーーーーーー ヤ ーー バー テー ユ 


全開 加速 時 ) 悦 


| 
| 
且 バッ テリ ー に 著 え られ て いた 電力 6 使っ て 
| モー ター の 駆動 力 を きら 5 に 追加 し 、 

| 力 強 〈 滑 ら か な 加速 を 実現 し ます 。 


減速 ・ 制 動 時 @ L_ 
車輪 が モー ター を 発電 機 と し て 脳 動き せ 、 

回 生 発電 を 行い ます 。 を し て 、 を の エネ ルギー は 
バッ テリ ー に 蓄え ら 季 ます 。 


イブ リッ ド シ ス テム 動作 モー だ 


※ 下 記 モ ー ド は 基本 的 な 動作 モー ド を 説明 し た も の で す 。 捕 機 類 
R (エア コン な ど ) の 使用 状況 を た ど に より 様々 な 制御 を 行い ます 。 
※ 始 動 味 . オ グー ッ シ ョ ンス ター ト に する エ ンジ ン が か か り 、 暖 了 後 人 目 し す 。 


発進 時 @ し 1! 

発進 時 や 低速 走行 時 、 坂 を 降り る 時 な ど 
エン ジン の 効率 が 悪い 状況 で は 

燃料 を カッ ト し て モー ター に よっ て 走り ます 。 
後退 も モー ター を 逆転 し て 走行 し ます 。 


通常 走行 時 三 司 

エン ジン の 動力 を 2 経路 に 分 け て 

一 方 は 車輪 を 直接 駆動 し ます 。 

も う 一 方 が 発電 機 を 駆動 し て 発生 きせ た 介 力 で 

モー ター$ 車 輸 を 駆動 し ます 。 

最も 6 効率 よく 走る た め に この 2 系 統 の 割合 を 制御 し ます 。 


バイ ブリ ッ ド だ シス テム の メリ ッ ト 


9 外部 か ら の 充電 は いり ませ ん 。 
ハイ プ ブリッド シス テム は 、 電 気 自 動車 の よう な 
外部 電源 か ら の 充電 は 必要 あり ませ ん 。 
それ は 、 エ ンジ ン 駆 動 や 回 生 プ レー キ で 発電 る れ た 
電力 が バッ テリ ー 充 電 に あて られ る か ら で す 。 


7 モー ター エン ジン で 加速 が いい 。 
発進 時 は 低 回 転 で 高 ト ルク が 得 ら れる 
モー ター 又 動 の た め 、 速 や か な 加速 を 実現 し ます 。 
7 また 、 急 加 遠 の 際 は 、 エ ンジ ン ほ モー ター 相方 で 駆動 し 、 
滑ら か で レス ポン ス の よい 加 遠 性 能 を 実現 し て いま す 。 


ほ イド リン グ は いり ませ ん 。 
ハイ ブリ ッ ド シス テム で は 、 エ ンジ ン は 
必要 に 応じ て 、 自 動 的 に 始動 し 、 停 止 し ます 。 
だ か ら 、 原 則 的 に 停車 状態 の アイ ドリ ング は な く 、『 
燃料 の 無駄 な 消費 を 防ぐ で わけ で す 。 


* パ バッ テリ ー 充 電 量 が 少な い 場合 、 停 車 し て も エン ジン の 運転 は 継続 きれ 発電 機 を 
駆動 し て パッ テリ ー を 充電 し ます 。 ま た 、 エ アコ ンス イッ チ と 連動 し て エン ジン が か か る 場合 が あり ます 。 


ハイ ブリ ッ ド 用 トラ ンス ミッ 、 


発電 機 
ロ プリ ウス の トラ ンス ミッ ショ ン は 、 


動力 分 因 機 和 動力 分 割 機構 、 発 電機 、 モ ー タ ー 
お よび 減速 機 か ら 
構成 され て いま す 。 
エン ジン の 動力 は 車輪 へ の 動力 と 
発電 機 へ の 動力 に 分 割 きれ 、 
発電 され た 電力 は モー ター や 

バッ テリ ー に 供給 きれ ます 。 発 電機 で エン ジン の 回 転 数 を 

無 段 階 に 制御 する こと で 、 電 子 制御 式 の 無 段 変速 機 と し て 機能 し ます 。 


八 イ ブリ ッ ド 用 
トラ ンス ミッ ショ ン 


エン ジン 


日 
9 
隔 
ドコ 
上 
| 1 
| 
) 1 
了 [ 
下 
1 
に 
1 
に 


ハイ プリッ ド 専 用 1.5『. 1 E VVT 
環境 に 優し い ハ イブ リッ ド シ ス テム に ふさ わし く 、 エ ンジ ン 自 体 8① 超 低 燃費 ② 低 排出 ガス ③ 事 軽量 を コン パク ト 
で ある こと を めざし て 開発 され まし た 。 高 膨張 比 す オイ クル や 可変 バル ブタ イミ ング 機構 VVT-i の 採用 、 
徹底 し た 摩擦 ロス の 低減 を 図っ て 低 燃費 を 追求 し し し た 。 ま た 、 タ リー ン 度 を 高め る 排気 シス テム の 採用 や 
アル ミ シ リ ンダ ー ブ ロ ッ ク に よる 軽量 化 な ど 、 未 来 の 社会 に 受け 入れ られ る 十分 な 環境 性 能 を 達成 し て いま す 。 ハイ ブリ ッ ド 用 パワ ー ユ ニッ ト 
(エン ジン & ト ラン スミ ッ シ ョ ン ) 
モー ター& 発 電 5 と 
エン ジン の 補助 動力 源 と な る モー ター に は 、 小 型 ・ 軽 量 で あり な が ら 高 効率 の 交流 同期 電動 機 を 採用 し まし た 。 
この モー ター は 、 制 動 時 に は 車両 の 運動 エネ ルギー を 電気 エネ ルギー に 変換 し 、 バ ッ テ リ ー に 蓄え る 役割 も 果たし ます 。 
発電 機 も 交流 同期 型 で す 。 バ パッ テリ ー の 充電 や モー ター を 動か す 電 力 を 発電 する と も に 、 
発電 量 を コン トロ ー ル する こと で 、 動 力 分 割 機構 も に 無 段 変速 機 と し て 機能 させ ます 。 


電気 自動 車 (EV) 用 の ニッ ケル 水素 パッ テリ ー を さき 5 に 進化 きせ 、 容 積 あ た り の 出力 が 大 幅 に 向上 し て いま す 。 
その 結果 、 バ パッ テリ ー の 小型 化 ・ 軽 量化 を 実現 し まし た 。 さ きら に 、 発 電機 や モー ター に より 充 放 電 制 御 が 
走行 中 つね に 行わ れ 、 充 電 状 態 が 一 定 に 保 た れる た め 、 外 部 か 6 の 充電 は 必要 あり ませ ん 。 


バッ テリ ー の 直流 電流 を モー ター・ 発 電機 駆動 用 の 交流 電流 に 変換 し な が ら 、 そ れ ぞ れ に 入力 する 電流 を 最適 に 
制御 し ます 。 ま だ 、 新 開発 イン テリ ジェ ント パワ ー モ ジュ ー ル を 内 蔵 し 、 信 頼 性 の 向上 と 軽量 ・ 小 型 化 を 達成 し て いま す 。 


制動 時 に モー ター を 発電 機 と し て 作動 きせ 、 車 両 の 持っ て いる 運動 エネ ルギー を 電気 エネ ルギー に 変換 し て 

バッ テリ ー に 回 収 す る 回 生 プ グレ ー キ シス テム を 採用 し まし た 。 加 速 ・ 減 速 を 繰り 返す 頻度 の 高い 都市 内 の 交通 環境 で 
に エネ ルギー 回 収 の 効果 が 高く な る の が 、 こ の シス テム の 特長 で す 。 こ の 回 生 プ レーキ に よる 制動 力 と 

従来 の 油圧 ブレ ー キ に よる 制動 力 を ェ ネ ルギー 回 収 が 最も 効率 的 に な され る よう 最適 に 組み 合わ せな が ら 、 

ドラ イ バ ー の 望 せ プレ ー キ の 効き 方 に 合致 する よう に つね に コン トロ ー ル し ます 。 


UV カ ッ ト グ リー ン ガ ラス 
太陽 エネ ルギー 透過 率 を 低減 。 


フロ ア 断 吉 村 
床下 か ら の 侵入 熱量 を 約 


断熱 ポ ディ 
プリ ウス は 、 室 内 へ の 断熱 性 能 を 高め る こと に よっ て 
エア ュ ン の 消費 動力 の 低減 を 図り まし た 。 

フロ ント ウイ ンド シー ルド ガラ ス の ほか 、 

すべ て の UV カ ッ ト グ リー ン ガ ラス に 熱線 吸収 機能 を 持た せる こと で 
太陽 エネ ルギー の 透過 率 を 約 13% 低 減 し まし た 。 


電動 パワ ー ス テア リン グ 
車速 、 ト ルク の 情報 に 基づい て 必要 な アシ スト の 力 ほ 方 向 を 割り 出し 、 
ステ アリ ング ギヤ ボッ クス に 取り 付け られ た モー ター を 働か せ て 

ハン ドル 操作 を 助け ます 。 シ ンプ ル な 構造 で 従来 の 油圧 式 に 比べ 約 3kg の 
軽量 化 を 果たし た は ほか 、 必 要 時 し か 電力 を 消費 し な いた め 、 同 タラ ス の 
油圧 式 と 比較 し て 約 3% の 燃費 低減 を 可能 に し まし た 。 


W クル マブ づく も エコ ロジ ー の 大 き な 輪 の 中 に あり ます 。 


プリ ウス は 、 生 産 か 6 実際 の 使用 期間 、 を し て 廃棄 へ と 至る クル マ の ライ フサ イク ル を 通じ て 

環境 へ およぼす 影響 が で きる 限り 小 き & く な る よう に 考え られ た クル マ で す 。 

ハイ ブリ ッ ド シス テム に 加え 、 徹 底 し た 軽量 ボディ の 追求 を は じ め と する 省エネ ルギー・ 省 資源 技術 は 、 
空前 の 燃費 実現 に 大 きく 貢献 し て いま す 。 ま た 、 リ サイ クル を 見 据え た 部 品 素 材 の 選定 な ど 、 


いま 環境 に で きる こと を ひと つ ず つ 丁 寧 に 積み 重ね て いま す 。 


0mm ウ レタ ン 断 熱 材 
ルー フ か ら の 侵入 熱量 を 約 609 低 減 。 


ゼラ 勿 天 必 2 っ 


内 外気 2 層 式 オー ト エ アコ ン 

「Fresh (外気 ) モ ー ド 」 時 、 外 気 を 導入 する の は 

上 層 部 だ け と し 、 足 元 の 下層 部 は 「REC (循環 ) モ ー ド 」 の 
2 層 構 造 に し て 、 換 気 損 失 の 低減 を 図っ た 

高 効 率 で コン パタ ト な エア コン ユニ ッ ト を 採用 し まし た 。 


記 FI 号 ご い | 


ーーーーーーー ーーーーーーーー ーー テー ネー ニー ポーーーーーー ャ ーー テー マー ー ( 


ボディ 多重 通信 

プリ ウス は 、 様 々 な 電子 制御 ユニ ッ ト (ECU) を つなぐ で ネッ トワ ー ク に 
ボディ 多重 通信 シス テム を 採用 。 回 路 1 本 の 必要 性 まで 見 直し 、 
ワイ ヤー ハー ネス 約 1kg の 軽量 化 を 実現 し て いま す 。 


ダッ シュ サイ レン サー 


フロ ント バン バー カバ ー 


バン バー コー ナー モー ル 
イン スト ル メ ント バネ ル 


リヤ バン バ パーカ バー 


菩 記 Tsop Toyotasuperoemn pobmer 


バン バー コー ナー モー ル 


アン ダー フロ ア 平 滑 化 部 位 


フロ ント 前 タイ ヤス パッ ツ リヤ フロ ア 下 面 


リヤ フロ アア ンダ ー カ バー 


エン ジン アン ダー カバ ー 


フュ ー エ ル タ ン ク 下面 


空 カ ボディ 

コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション を 駆使 し て 、 空 気 の 流れ が 剣 離 し に くい 
アッ パー ボディ 形状 を 実現 。 ま た 床下 の 流れ も る スムーズ に する た め 、 
アン ダー ボディ も 徹底 し た フラ ッ ト 化 を 図 り ま し た 。 

その 結果 、C d 値 =0.30 の 俊 れ た 空力 性 能 を 実現 し て いま す 。 


リサ イク ル ボ ディ 

クル マ で は を の 働き を 全う し て か ら も 、 す べ て が リサ イク ル さ れる こと が 理想 で す 。 
プリ ウス は 、 リ サイ クル 性 の 高い 素材 を 採用 し まし た 。 

と (に バン パーカ バー 、 バ パン パー コー ナー モー ル ん や ピラ ー ガ ー ニ ッシュ な ビ 

内 外装 の 主要 な 樹脂 部 分 に 再 使用 性 に 優れ た TSOP を 、 

また 、 防 音 材 に は 廃車 シィ ェ レッ ダー ダス ト か ら 生 まれ た リサ イク ル 素 材 RSPP を 
使用 し て いま す 。 一 方 、 リ サイ クル 時 の 解体 性 に 考 應 し て 

バン パー に ラン プ 類 を 取り 付け な い デ ザイ ン と し て いま す 。 

また 、 傷 の つき や すい バン パー は 、 左 太 の コー ナー モー ル を 別 体 と し 、 

その 変換 だ け で 補修 が 行え を を よう に し まし た 。 


低 燃費 タイ ヤ & 軽量 アル ミホ イー ル 

低 燃費 化 の 追求 は 足元 に まで お よび まし た 。 
ころ が り 抵 抗 値 の 小さ きい 新 サイ ズ 

165/65R15 81S の タイ ヤ を 採用 し て 納 費 向上 に 
真 献 し て いま す 。 ま た 、 ア ルミ ホイ ー ル と 樹脂 
カバ ー を 赴 み 合わ せる こと で 先進 的 な デザ イン と 
軽量 化 の 両立 を 実現 する ホイ ー ル と し まし た 。 


3 安全 な クル マ で ある こと は 先進 性 の 前 提 で す 。 


次 世代 の モダ ン の 理想 を 追求 し た プリ ウス は 、 安 全 性 の 点 に な いて も 新 時 代 に ふき わし い 内 容 を 


を 備 を て いま す 。 と くに 、 万 一 の 事故 を 想定 し た 衝突 安全 に きめ 細か な 対策 を 講じ まし た 。 
同 ク ラス の 比較 に お いて 世界 トッ プレ ベル の 街 突 安 全 性 を 誇 を “GOA "も ベー ス に 
上 最新 の シー ト ベ ルト 、 デ ュ ア ル SRS エ アバ ッ グ を 装備 。 き ら に WIL* ( 頸 部 傷害 低減 ) コ ン ャ プ ト を 


8 取り 入れ た シー ト 構 造 を 採用 する な ど 、 も し も に 対し て 神経 を 張り つめ まし た 。 ま た だ 、 


プリ ウス の スト レス の 少な い 運 転 席 は 事故 を 起こ し に くい 環境 とい う 点 で は 申し 分 の な いも の で す 。 
』 
だ *WIL[ 頸 部 傷害 低減 ] :Wbiplssh Iniury Lessening 


f 4c7ze SgZ/ を の 
/ 最小 回 転 半径 4.7m の 取り 回 し の よき 、 高 い ア イ ポ イン ト に よっ て 8 た らき れる 良好 な 視界 、 
そし て 人 間 工 学 的 に 考え 訴 か れ た 運転 環境 な 、 基 本 性 能 と し て の 運転 し や すき が ドラ イ バ ー を 


/ E 了 ee oko aa 
』 支 を ます 。 き ら に 、ABS な どの 運転 支援 技術 が 大 き な 信頼 感 を 呼び 起こ し ます 。 
』 
* 
を ABS 
』 こ き ABS 人 六車 ABS 寺 | 
『。 滑り や すい 路面 で の 制動 時 や 急 制 動 時 に 、 | 
だ コン ピュ ー タ が 4 輪 の ブレ ー キ 油圧 を | 
/ 最適 に コン トロ ー ル す る こと で タイ ヤ ロ ッ ク を 防止 し ます 。 [ 
/ その 結果 、 車 両 の 安定 性 と 操 能 性 が 確保 きれ 
ょ 危険 回 避 な どの 際 、 ド ライ バー の 運転 操作 を 助け ます 。 | 
ば ※ 怒 プレ ー キ は 誠 際 を 可 避 する た め の 反射 的 な 行人 で す 。 | 
- それ 以外 は 通常 の プレ ー キ 操作 を 行う よう に し て くだ きい 。 | 
六 | 
有 リヤ 1 
. | 
4 カジ -/9c を | 
し 7Z ん を e S7s7e77 | 
| ey 
1 
サス ペン ショ ン 
フロ ント に は 新設 計 の し アー ム マ ク フ ァ ー ソ ンス トラ ッ ト 式 を 採用 。 し な や か な 
乗り 心地 電動 パワ ー ス テア リン グ と の 組み 合わ せ で 自然 な 操 能 感 
実現 し て いま す 。 ま た 、 リ ヤ に も 新開 発 の イー タビ ー ム サス ペン ショ ン 
(トー ュ ン トロ ー ル リン タグ 付 トー ショ ン ビ ー ム 式 ) を 採用 し まし た 。 ト ー コ ント ロー ル で no 
リン ク の 働き に よっ て 乗り 心地 と 操 維 性 安定 性 を 高い レベル で 両立 きせ た ほか 、 ーー ビー ニー メー 
を ボディ へ の 振動 の 伝わり を 遮断 する こと で ロー ド ノ イ ズ を 大 幅 に 低減 し て いま す 。 後続 車 か ら の 投 視認 性 を 高め ます 。 
き 


祭 に クル マ が 果たす べき 役割 は 、 何 より も 乗員 を 保護 する こと で す 。 
その た め に クル マ は まず 、 安 全 な 客室 空間 の 確保 と 、 乗 員 を シー ト に 拘束 し て 、 
ほす る の を 防 が な けれ ば な り ま せん 。 
プリ ウス は こう し た 保護 機能 を 衝突 時 瞬時 に 働く シス テム と し て 構築 し てい ます 。 


実験 用 試 作 車 で す 


ス で 世界 ト 6 E 誇る "GOA” 
を 採用 し まし 
(潰れ や すく ) し て 、 衝 2 で きる 限り 
吸収 し な が 5、 ボ に EE 的 に 分 散 さ せる 


GOA 


C/22Z/ の zz 


プリ テン ショ ナー& フ ォ ー ス リミッタ ー 付 フロ ント シー ト ベ ルト 


前 面 衝 突 時 に 瞬時 に シー ト ベ ルト を 巻き 込ん で 拘束 効果 を 高め る 
プリ テン ショ ナー 機構 と 、 シ ー ト ベル ト に リ 上 の 荷重 が 

か か ら な いよ うに す る こと で 、 胸 部 の 傷害 を 低減 する 

フォ ー ス リ ミ > 隊 用 し まし た 。 


合 は 作動 し ませ ん 


ター を フロ ント シー ト ベ ルト に 


プリ テン ショ ナー 機構 は 街 突 時 の 衝 敵 が 


デュ アル SRS* エア バッ グ 

デュ アル SRS エ アッ “は シー ト ベ ルト を 補助 する 翌 
必ず シー ト ベ ルト を ご 着用 くだ きる い 。 デ ュ ア ル SRS エ アバ ッ グ は 万 一 の 事故 の 際 、 
前 方 か 6 の 強い 衝撃 に 対し て 作動 し 、 シ ー ト ベル ト の 働き ほ と あ わせ て 、 

運転 席 ・ 助 手 席 乗 員 の 頭 や 胸 の 重大 な 傷害 を 軽減 し ます 。 

な お 、SRS エ アバ ッ グ は 衝突 時 の 街 疫 が 静 い 場合 は 作動 し ませ ん 。 


*SRS[ 乗 員 保護 補 二 装置 ]:Supplemental Restraint System 


頭 部 衝撃 緩和 閉 造 

太一 の 事故 の 際 、 乗 員 が 客室 2 次 衝突 する 
可能 性 に る 配 席 し て 、 フ ロン トピ ラー、 

セン ター ピラ ー の 内 部 や ルー フサ イド レー ル 部 に は 、 
衝 敵 を 吸収 する 構造 や 素材 を 採用 し て 、 


リヤ シー ト 組 み 込み 式 チ ャ イル ド シ ー ト * 
メー カー オプ ショ ン と し て チャ イル ド シ ー ト を 予め 
リヤ 左 席 に 組み 込ん だ リヤ シー ト を ご 用 意 し まし た 。 


を な お 、 リ ヤ 全 席 に チャ イル ド シ ー ト 固定 機構 付 3 点 式 
に 全 計 る ーー El ネル ギー 吸収 リブ 設定 
乗員 の 頭 部 へ の 衝撃 を 軽減 し ます 。 aa ーー シー トペ ルト を 枯 準 装備 し て いま す 


* 使用 時 に は ヘッ ドレ スト 


て ご 使用 ⑰ 


zzs の 2 


ライ 信 ア クア メタ リッ クオ パー ル <7612 


ライ ト ア メデ スト <FA13> 


ま 
ま ヨタ フリ ウス 主要 美 門 大 メー カー ガン ジョン ( に 注 時 に 提 し けが 大 げ 流 尻 ( 疲 太 y) 

# プル ウス ルウ シタ ー ゲ " 四 

層 タ イヤ な ホイ ー ル る 

765/65R75 875 ナ 75X57/ ア ルミ ホイ ー ア ( 猛 パー に 上 

スペ アタ イヤ 共 美 メ イヤ (アル ミホ ガ ニル が 月 了 73277※ 73277※ 王寺 ー) 
』 旋 盛 タイヤ (7725/70D76) 
ーー ーー EE トレ 滋 id80 トレ (mW) 147s 
』 大 定まり / 
8 4BS( ア ンチ ロッ ク ・ プ レー キッ シス テッ) / 款 90 
ラセン スタ c ラ ザー 
し ん II 
り V タ ッ ム トク サ ー ン ガラ ス ( フ ロン アヤ が アデ 、 リ ヤ ウ 7 ン が め ) 
大 趣 炎 RS / 
ウォ ッ シ ャ ー 逆 各 歴 誠 痢 枝 式 万 欠 フ ロン トウ イン ミー | 
27 式 ハロ ワ ダン ヘッ が ラン グ "( マ ル チ リ フラ レクター タイ ジリ / 
守 放 維 式 カタ ラー ドド ミラ ー 加 SS 
P。 礎 族 奉 ・ 放 背 間 還 間 RBSeesieseesssis  。 M 
パ 3 友 ス ポー クス テ ブ リン グ ' ホ アー ルウ レタ ジ ) / 目 
6 能 馬 * ワ ウー ステ アル ング " 
チル ステア リング" / 
ワ 7 ヤ レス た アロ ッ ク 9 モ ー ム コン た ロー ル (( 需 波 式 * 手 三 寺 傘 み ガ ラリ / 
。 足 碗 み 式 パー キン グ ブ レー キ / 
導 デジ タル ん ス ピー が だ メー ター / 
5.8 イ ンチ ワイ が だ ・ マ ル チ テ イス プレア / 
ズー メー 訂 度 コン トロール ー / 
を 大 シー いい 
』 フル ファ フツ タック シ ー ム 義 度 
『。 ヤシ ー/ 痕 み 入 み 式 チャ イル シー が ⑦ 平 旋 誠 ) 2.5 ガ 克 | 2.5 の 思 ※ 
/ フロ ント の ヤ ヘ ッ が ビス 97 7 が 
だ 導 転 太 シ ー ト た アジャ スタ ー (シー 一切 動 リラ ター) ブ パ 失 スク ラ 7 50, 7// 
』 シー レツ ツク ポケッ ル ( 放 守 李 ・ 妙 学 誠 : 3 
』 シー/ ア ンダ ー/ ア 7( 妙 手 交 ) 


公太 式 シ ー ト ムペ ルム 
8 


深 施 式 テ ンション デュー テー が が) 

チャ イル が シー/ 計 焼 人 79 ヤ シー ペン 
屋 愉 須 5 
デュ ア ん SS エア バッ プク" 


ーー テッ が エン ルツ ー シ ス テム 
ヨン キー ナル ー ム ラン フリ 
ハイ マウ ン / ス ルツ フラ ング” 


半 万 ・ 妙 チチ 万 パニ ティ ミラ ー が ファ フツ ッ ク 疲 チン ン 7 ニー 


( 休 半 話 カー が 赤 ル ター が ) 
天 漠 コン ンー ルケ ボッ クス 
ウッ フク ホル ダー シー クレ ッ ( 


プッ タテ ン シ ョ ナ ー 立 フォース パッ ター が フロ ント シー ん ペッ ルム 
( 礎 


ウー ジア ン ル が ウ ( 之 破 ワ ンタ ッ チ 式 ・ 茨 み 入 み 砂 克 弟 誕 が 」 
帝 半 旋 ドア キー 動 六 応 式 だ アロ ッ ク ( キ ー 変 き 忘 才 砂 友 症 府 


“と シッ ケー ジ ” 2, 2 の, 000/ テ 

可 念 論 み スペ アタ イヤ 、 タ イヤ 交 聞 成長 が き の 誠 其 で す 。 ※ 
プッ ション の 、 ス ペア タイ ヤー 大 美 基 タ イヤ (アベ ホイ ー ル ガリ を 凌 基 (た 
場合 は 3 万 77 高 、 サ ヤシ ー/ 衣 み 和 みろ 式 チャ アル 。 を 膨 夫 ( た 場合 な 
2.5 廊 女 記 、 ス フー パー ジョ ン ( 血 盛 厚 栓 ) を 姜 項 し た 場合 は 0.7 カ 7 刻 
と 婦 メ ます 。※ 族 太 衣 、 孤 (含む 癒 宴 季 )、 請 録 示 々 どの 項 落 な 多 放 記 し 
且 / ま す 。 謗 導 許 は メー カー 希 計 少 寺 旋 座 で 、 参 才 大府 で す 。 誕 孝 な 
大 其 売 在 が 狼 缶 に 定 めで てい ます の で 、 大 (( な を 胡 売 広 ま で あ た ず の" 

沙 鞭 即 広 を 秦 て 大 誠 で す 。 


大 全 五 療 準 半 代 
ツヤ ウン / ウ デフ ォ ッ グ 
ペル ムアン カー (フロ ン ル 


スル クツ ッ プ ( 砂 手 * ツ ヤ 左 大 ) た 
( 守 訟 ・ 太 子 旋 ) 倫 グ ロー プ ボ ックス 坦 欠 記 ( フ ロン ム 有 婦 が き 7・ ツ 7) 代 フ タ 
7 が マルチ ボ ックス * 倫 用 大 太 ・ 砂 子 訪 シー トペ ル / チ 赤 万 攻 若 7( 刻 式 ) 代 フュ 
厨 ナ ー デ ィ チ 2 / ー エ テア 仁 長 髪 谷 7 代 デバ ア 奇 が 借 ラ ンプ 治し 記 カ ブザー 角 和 キー 婦 き 記 カ ウォ 
を みそ メ 一 な 24277 マル チ チ チ / ーー ニン グ ( プ ザー アシ ロッ ク 杜 研 ) 
1 芝生 臣 ル ー フ アンテナ / 
も ムラタ が プス ナビ ゲー ショ ン シ ス テス 
大 空 及 計 


鈴 外 京 2 対 式 オー ム エ ア ュ ン 6 


ラン ター 好 ) 


完 話 基 で 考 衝 共 で す 。 導 金 ( 信 
か <ge う の - づ ょ 


六 玩 太 ) を どの 紗 落 な 多 途 昌 し 学ば す 。 旋 攻 な 
め て いま す の で 、 砺 く な 谷 胡 寺 応 に な だ ず ( だ さい 。 


* 和 売店 半 券 チオ プシ ョ ン の 7D7W オ ナー テ ? オ 記 を 凌 攻 し た 場合 、 着 定 あ せん 。 
@ 礎 容 楽 当世 (光波 道 を 稚 り で の 良 を 孝太 て 、 地 に ワン パー 稔 旋 の 大 疾 庁 ・ 鈴 
久 攻 の 誰 た を 賠 っ だ スノー パー ジョン ( 符 局 7 本 ) を メー カー オプ ショ ン と し て ご 
と て! いま 区 滞 道 好 太 に ば スノー フー シ 
が 全 六 に 送 浴 敵 大 き な 代 メ ー タ カー オナ 
カー の 也 募 で 肌 替 する た め ご 2 


ン ( 寄 局 が 様 ) の 誰 仁 を 含み 委 益 落 分 迷 
ラン な ご 洲 文 計 に 奄 し 受 7 ま メ ー 
文 義 は 受け で きま せん の で ご 了 ア 際 だ さい 。 


ライ ト パ ペー プル メタ リッ ク <942> 


グリ ー シ マ イカ メタ リッ ク く 6P5> ダー ク プ ルーマ イ カス メタ リッ ク <8L2> 
パー プル <EFA19> 


ライ ト ア メジ スト < く FA13> 


其 売 店 膨 基 チ プシ ョ ン 


4 
更 直 六 克 
明 人 万 宏 学 

紛 才 洛 丸 天 (Ap/ の 


/ ヨ タ フリ ウス 主要 麻 元 半 
大 爾 滞 民 区 ・ 夏 暑 * 艇 8 ーー 
記 誰 式 電 了 藍原 直 舞 大 肖 7N7241077Y9222 細 
婦 7.24 計 層 
3 7.55 詳 守 
7 上 ね と カ 


パワ ー ア ウト レッ ト (AC 和 電源 


大 法定 必 
人 
全 
人間 
プ ー ル ペー ス 
ルン ッ パ が 
税 
放 刀 た 
ピロ ん / 青 
厚 
攻 
ん の 44 
大 パワ ー ユ ニッ た 
ユン ジン 民 式 
閣 類 
の // ん 694 
に りみ 1978 9 
め 姜 X 存 起 アー ムレ スト クッ ショ ン フル シー トカ パー( 抗 貢 タ イブ ) 
圧 項 79.5 寺 
明 意 訪 力 (ば ッ ル 67 2924.00 に こ 和 YORN- ヽ 坦 語 
没 大 ルル ンク ( ネ ッッ 大 : 誠 の 7 あず 3 
元 放 堆 半 放 万 困 ( 密 方 式 閥 将 破 3 
次 未 タン ク 人 誕 を 5 本 ー 
ドーン 履 式 02 還 押 
長 洲 成 基 度 ( 久 成 式 記 : 
AWD 30. の 790 一 2.000 
37.70ー977 6 
た 6 の て あ / ネ ッ フォ グラ ンプ (マル チュ ー テ ィング ) ピラ ー エ ンプ ン ム 


72y ル // 
Kgr77/ な 万 。 


選 浴 ング 
間 力 圧 志 に ば ネッ 人 施 と グロ ス 訟 みあ 2 えす 。 7 グロ スリ / メ エン ジン 区 誠 で 
毅 し た 問 と ほぼ 盛 艇 で 汰 定 し な 6 の で す 。 盛 ど エ 

今 。 


7 チッ ルプ ロス リ よ り ダ ンタ ン 月 勤 疲 で 准 75 旬 覆 度 旗 い 紋 人 月 人 六 べ ) と な っ て いま す 。 


アン で 湖 定 と た 募 人 


と な エン ジン を 庵 


フェ ンダ ー ラ ンプ 
(電動 リモ コン 伸縮 式 ・ フ ロン ト オ ー ト ) 


三 乱 泌 
動 妃 地 意 洪 夏 式 
名表 
葉 着 方 式 
人 放 
選 湾 如 介 凍 還 間 EE 。。 =。 っ = = = 』 
減 導 応 9027 
必 ス テア リ ング ・ ガ スベ ンション > プレー ギ : 夏 方 玉 議 請 還 請 還 還 還 還 還 加 還 還 還 還 昌 症 時 
ステ アリ ング 8 5 
サス ペン ション 誰 ラ ン / 
と 3 2 
プ ブレーキ が 動 方 式 3 記 
5 
に よる 月 動 一 型式 若 宏 刻 須 導 数 褒 だ さ し 。 
お た す あ の さ い 。 


皆 動 方 式 
大 "PC7OS"Z7777GO4 "な 合名 刻 療 で す 。 必 議員 送 送 齋 成 
太 妥 譜 卒 美 考 ひ ラス 月 動 衣 閑 式 会 婦 


本 仕様 な ら ぴ に 半 備 は 予告 な く 変 更 する こと が あり ます 
7 月 現在 の も の 
印刷 イン キ の 関係 で 
と が あり ます 


トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 お 客 様相 談 セ ンタ ー 

トヨ タカ ー ド ます ます パワ ー ア ッ プ 全国 共通 ・ フ リー フォ ン 0070-800-778899 

で SGSTYsk 所 在 地 〒46」-87II 名 古屋 市 東 区 2 
還 チ ャ ンス が ワイ ド に ! 車検 ・ 中 古 車 ・ 新 還 オー プン 時 間 月 曜 ご 金曜 (除く 聞 
画 チ ャ ンス が ピッ グ に ! 最大 30 万 円 9:00<12:00 13:0017:00 


た ず ね くだ さい 


スピ ー ド は ひか え め に 。 シ ー ト ベル ト は 忘れ ず に 。 人 へ 。 社 会 へ 。 地 球 へ 。 C@ TOYOTA | 
株 株 資源 保護 の た め に 再生 抵 を 使用 いたし まし た 5 Trioie sa 


